
～うつ病などによる休職から、円滑な職場復帰をサポートします～

地域障害者職業センターでは、うつ病などのメンタル疾患により休職されている方が、円滑に職場復帰し

継続して働いていくための支援を行つています。

職場復帰に向けては、適切な治療と充分な休養に加え、一定の回復段階から準備を行うことが大切にな

ります。職業センターが行うリワーク支援では、主治医が復職に向けて活動を開始することを了解している方

を対象に、自宅療養から職場環境に戻るための中間ステツプとして通所プログラムを提供します。

ご相談により個別に支援計画を作成・提案し、合意に基づいて実施します。(無料でご利用いただけます)

※公務員の方はご利用いただけません
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主治医との連携

●治療を継続しながら、職場復帰に

向けた準備が必要

哺〉主治医の助言を受けながら、病状

に合わせた支援内容や復職に向け

た相談を行います

● 自宅療養が続いて就労のリズムに

不安があり、体力低下も心配

⇒ スケジュールに沿つてセンターに通所し、

規則正しい就労リズムを目指します

会社との調整
●復帰時の勤務条件等が心配

⇒ 総務
0人事担当者などに、職場復帰B寺

に求められる条件を確認し、復帰計画

などについて事業主に助言します

●以前のように仕事が出来るか不安

ゆ 職場復帰時の仕事の内容や職場環境

の改善方法等を事業主に提案します
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ストレスヘの対処方法
●職場でのコミュニケーションがストレス

●〉上手なコミュニケーシヨンのしかたを練
習します

● ストレスヘの対応方法がわからない

。霧‰ 曇量絶界」ち巽Pス
トレッチ

哺〉ストレスに早めに気づき対処する方法
を紹介します
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●ジョブコーチ支援 ●終了者の集い ●雇用管理サポーターの活用

【お問い合わせは】
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沖縄障害者職業センター
〒900‐ 0006 那覇市おもろまち1‐ 3-25沖縄職業総合庁舎5階
代表メーリレ   Okinawa一 ctr@jeed。 90。」p

TEL(098)861・ 1254

FAX(098)861・ 1116

受付時間 08:45～ 17:00
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職場復帰支援 (リワーク支援)

就労リズム

コーディネート

フォローアツプ
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・カウンセラーと面談
。経過のふ|りかえ|りと
体調等状態の確認

。本人、事業所、
主治医との合意形成

・リワーク支援計画 (案 )
等の作成

′

個別、グループでのカリキュラムヘの参加
★体調管理のための取り組み

★復職後を想定したウォーミングアップ

☆コミュニケーショントレーニング

☆ストレス・疲労への対処方法の習得

★医療機関との連携、復職に向けての
相談

★事業所との相談、復職に向けての
助言、支援など

☆必要に応じて、 リワークカリキュラム
でのリハビリ出勤の設定検討

キヤリア講座

フォローアップ

グリレープミーティング

参加者間で、物事の捉え

方や対応の仕方、復職に

向けた不安や課題につい

て意見交換を行います。

・通所体験、
講座見学

。課題の確認

・体調管理に
ついてアセス
メント

・リワーク支援
計画の策定

◎職場復帰に向けたウォーミングアップ
●就労リズムの再構築・基礎体力の回復

●業務遂行のウォーミングアップ

◎復職後の継続勤務 (健康管理 。再発防止)のための方策構築
●ストレスヘの対応方策の検討

●職場でのコミュニケーションの工夫

●復職後の働き方についての検討
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鍵個人作業 (言十算ドリル、事務作業、パソコン作業、レポート作成、ビッキング作業、マルチタスク作業など)

機チーム作業 (ペア作業、グループ課題解決など)

孝段階的に職場を意識した目標を設定し、負荷を高めていきます。

◇講座メニュー

アサーション講座

対人関係を円滑に保つ表

現を学び、職場内でのコ

ミュニケーションの取り方

のコツを習得します。

※以下の講座以外の講座も実施しています

柔軟な考え方により、ス

トレスや不安への上手な

付き合い方、ストレス軽

減方法を探ります。

仕事と生活のバランスや

大切にしたい価値観をみ

なおし、安定した働き方

を探ります。

中間及び終了報告会

での活動報告

リワーク支援の流れ

●

プログラムの目的


